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「金額・株数指定取引説明書」の改訂にかかる新旧対照表 
2020年3月 

 

１．以下、2020年3月2日を効力発生日として改定いたします。下線部分が改定箇所となります。 

旧説明書記載箇所 旧 新 

〔目 次〕 （略） ※今回の改定に伴い、記載ページ番号他を 

変更 

【3ページ】 

第1章 金額・株数

指定取引のご案内 

1．金額・株数指定

取引の概要 

金額・株数指定取引とは、 

●国内の金融商品取引所に上場する当社

が定める取引対象銘柄※について、 

●金額または株数※を指定して、 

●ＶＷＡＰ※を基準に算出される約定価

格で 

● お客様と当社との間で行う取引所金融

商品市場外での相対取引（以下「取引所外

取引」といいます。）です。 

金額指定取引なら500 円以上500 円単位

で、株数指定取引なら小数点第5位までの

株数（500円以上）を指定して、株式の注

文が可能です。 

※ 取引対象銘柄については、第3章の「3．

取引対象銘柄」をご覧ください。 

※ 本説明書では、「数量」にかかる表現

について、上場投資信託（ＥＴＦ）等も含

め「株数」と表記する場合があります。ま

た、「有価証券」にかかる表現について、

受益証券も含め「株式」と表記する場合が

あります。 

 

 

 

※ 「ＶＷＡＰ」とは、「Volume Weighted 

Average Price（売買高加重平均価格）」

の略称で、一定の取引時間帯（前場・後場・

終日等）において金融商品取引所で成立し

た売買についてその価格毎の売買高に基

づき加重平均した価格のことをいいます。 

金額・株数指定取引とは、 

●国内の金融商品取引所に上場する当社

が定める取引対象銘柄※について、 

●金額または株数※を指定して、 

●前場始値、後場始値※を基準に算出され

る約定価格で 

● お客様と当社との間で行う取引所金融

商品市場外での相対取引（以下「取引所外

取引」といいます。）です。 

        削除 

 

 

 

※ 取引対象銘柄については、第3章の「3．

取引対象銘柄」をご覧ください。 

※ 本説明書では、「数量」にかかる表現に

ついて、上場投資信託（ＥＴＦ）等も含め

「株数」と表記する場合があります。また、

「有価証券」にかかる表現について、受益

証券も含め「株式」と表記する場合があり

ます。 

※「始値」とは、一定の取引時間帯（前場・

後場・終日等）において金融商品取引所で

最初に成立した価格のことをいいます。 

 

        削除 
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旧説明書記載箇所 旧 新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金額・株数指定取引の特徴は、（1）ＶＷ

ＡＰギャランティ取引の採用、（2）金額

ベース株式売買システムの採用です。 

 

また、金額・株数指定取引は、 

●約定金額と別枠の委託手数料はいただ

かない代わりに、実質的なコストとしてこ

の約定価格を基準とし、「スプレッド（売

買価格の差）※」を加減して調整された約

定単価で売買を行う取引です。 

※ スプレッドについては、第 3章の「4.

約定単価、（2）スプレッド（調整率）」を

ご覧ください。 

●金額指定取引なら100 円以上100円単位

で、株数指定取引なら小数点第5位までの

株数（100円以上）を指定して、株式の注

文が可能です。 

       

   削除 

【3-4ページ】 

第1章 金額・株数

指定取引のご案内 

1．金額・株数指定

取引の概要 

（1）ＶＷＡＰギャ

ランティ取引の採

用 

 

（1）ＶＷＡＰギャランティ取引の採用 

金額・株数指定取引における有価証券の売

買取引は、取引所金融商品市場における取

引実態に近い平均的な売買価格を示すベ

ンチマークとして利用されているＶＷＡ

Ｐを基準に行います。 

通常、お客様が金融商品取引所に株式の注

文を発注する場合は、「成行」もしくは「指

値」で発注しますが、「成行」の場合は金

融商品取引所での値動きや板状況によっ

て、約定価格がお客様の予想と大きく乖離

するリスクがあります。一方、「指値」の

場合は、売買が成立しないリスクがありま

す。 

これに対して、金額・株数指定取引にかか

る売買についてはＶＷＡＰを基準に算出

した約定価格を用いて、当社が相手方とな

ってお客様との売買を成立させるため、約

定価格が予想外に変動するリスクや売買

削除 
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旧説明書記載箇所 旧 新 

が成立しないリスクを軽減することがで

きます。 

ただし、ＶＷＡＰの対象となる銘柄の当日

の値動きの状況によっては、単純に始値や

終値と比較した場合に必ずしも有利な価

格となるわけではありません。その他、Ｖ

ＷＡＰギャランティ取引にかかるリスク

等につきましては、第3章の「7．ＶＷＡＰ

ギャランティ取引にかかるリスクおよび

留意事項」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

金額・株数指定取引は、約定金額と別枠の

委託手数料はいただかない代わりに、実質

的なコストとしてこのＶＷＡＰを基準と

し、「スプレッド（売買価格の差）※」を

加減して調整された約定単価で売買を行

う取引です。 

※ スプレッドについては、第3章の「4.

約定単価、（3）スプレッド（調整率）  」

をご覧ください。 

【4-5ページ】 

第1章 金額・株数

指定取引のご案内 

1．金額・株数指定

取引の概要 

（2）金額ベース株

式売買システムの

採用 

（2）金額ベース株式売買システムの採用 

 

（略） 

 

以下の具体例では、売買単位が100株のＡ

銘柄を3,000円で最低売買単位を「取引所

取引」で買付ける場合と「金額・株数指定

取引」を利用してＡ銘柄をＶＷＡＰ（ＶＷ

ＡＰ約定単価を3,000円とします。）で10

万円分買付けた場合について比較してい

（1）金額ベース株式売買システムの採用 

 

（略） 

 

以下の具体例では、売買単位が100株のＡ

銘柄を3,000円で最低売買単位を「取引所

取引」で買付ける場合と「金額・株数指定

取引」を利用してＡ銘柄を前場始値（前場

約定単価を3,000円とします。）で10万円

分買付けた場合について比較しています。 
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旧説明書記載箇所 旧 新 

ます。 

 

 

 

 

＜枠線内を以下に変更＞ 

 

4.価格(約定単価) 

 

Ａ銘柄を約定単価で 

※約定単価が3,000円の場合 

 

 

 

 

 

約定日当日の取引対象銘柄の東京証券取引

所において、当該取引対象銘柄の売買が一

度も成立しないで、前場または後場立会時

間終了時に特別気配のまま売買立会が終了

した場合、または大引け比例配分となった

場合は、当該取引対象銘柄に関する約定一

部を不成立とさせていただき、約定分につ

いては、当社の配分ルールに従い公正に配

分いたします。 

 

【5ページ】 

第1章 金額・株数

指定取引のご案内 

1．金額・株数指定

取引の概要 

（3）金額・株数指

定取引をご利用で

きるお客様の範囲 

（3）金額・株数指定取引をご利用できる

お客様の範囲 

 

（略） 

 

※ただし、FROGGY サイトでは金額指定取

引のみのご利用となります。 

 

（2）金額・株数指定取引をご利用できるお

客様の範囲 

 

（略） 

 

※フロッギーサイトでは金額指定取引のみ

のご利用となります。 
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旧説明書記載箇所 旧 新 

【6ページ】 

第１章 金額・株数

指定取引のご案内 

1．金額・株数指定

取引の概要 

（4）配当金（収益

分配金）や株主優

待・議決権の取扱

いについて 

（4）配当金（収益分配金）や株主優待・

議決権の取扱いについて 

 

 

（略） 

（3）配当金（収益分配金）や株主優待・議

決権の取扱いについて 

 

 

（略） 

 

【19ページ】 

第2章 有価証券の

取扱い 

9．取引対象銘柄か

らの除外にかかる

処理について 

（2）1株（1口）

未満の有価証券持

分等 

 

当該銘柄のＶＷＡＰ算出基準取引所（第3

章の「4．ＶＷＡＰギャランティ取引」参

照） 

 

（略） 

 

当該銘柄の東京証券取引所 

 

 

 

（略） 

【21ページ】 

第3章 売買方法 

1．売買発注にかか

る取決め 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 

 

 

（略） 

 

＜枠線内を以下に変更＞ 

 

100円以上100円単位 

 

100円以上 

 

 

 

100円以上100円単位 

 

 

100円以上 
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旧説明書記載箇所 旧 新 

【22ページ】 

第3章 売買方法 

1．売買発注にかか

る取決め 

（1）概算注文金額

の算出 

（略） 

 

金額・株数指定取引にかかる約定金額の算

出にあたっては、この「概算注文金額」の

多寡に応じて逓減する所定の調整率（＝ 

スプレッド）が適用されます。したがって、

「概算注文金額」は、約定価格（＝ＶＷＡ

Ｐ約定単価）の算出に影響を与える金額と

なります。詳細は本章の「4.ＶＷＡＰギャ

ランティ取引」をご覧ください。 

 

（略） 

（略） 

 

金額・株数指定取引にかかる約定金額の算

出にあたっては、この「概算注文金額」の

多寡に応じて逓減する所定の調整率（＝ 

スプレッド）が適用されます。したがって、

「概算注文金額」は、約定価格（＝約定単

価）の算出に影響を与える金額となります。

詳細は本章の「4.約定単価」をご覧くださ

い。 

 

（略） 

【22-23ページ】 

第3章 売買方法 

1．売買発注にかか

る取決め 

（2）注文に関する

制限 

（略） 

 

 ①金額指定売買の場合、原則として、発注

する金額（概算注文金額）が１銘柄、500 円

以上500 円単位となる金額での発注とな

ります。 

② 株数指定売買の場合、原則として、概

算注文金額が500 円以上となる数量での

発注となります。なお、お取扱店を通じて

当該注文を発注することはできません

（「全部売却」を除く）。 

③ 売却注文において、お客様の「金株口

座」内で保有する同一銘柄にかかる合計数

量を乗じて求められる概算注文金額が500 

円に満たない場合は、「全部売却」とさせ

ていただきます。 

 

（略） 

（略） 

 

① 金額指定売買の場合、原則として、発注

する金額（概算注文金額）が１銘柄、100

円以上100円単位となる金額での発注とな

ります。 

② 株数指定売買の場合、原則として、概算

注文金額が100 円以上となる数量での発注

となります。なお、お取扱店を通じて当該

注文を発注することはできません（「全部

売却」を除く）。 

③ 売却注文において、お客様の「金株口座」

内で保有する同一銘柄にかかる合計数量を

乗じて求められる概算注文金額が100 円に

満たない場合は、「全部売却」とさせてい

ただきます。 

 

（略） 

【23ページ】 

第3章 売買方法 

1．売買発注にかか

る取決め 

（3）発注形態 

 

売却注文発注形態の表内 

 

 

＜枠線内を以下に変更＞ 

100円以上100円単位 

100円以上 
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買付注文発注形態の表内 

 

注1） 売却対象銘柄の合計数量を乗じて求

められる概算注文金額が500 円に満たな

い場合は、「全部売却」となります。この

場合、「全部売却」となる旨を発注画面に

表示します。 

（略） 

＜枠線内を以下に変更＞ 

100円以上100円単位 

100円以上 

 

 

注1） 売却対象銘柄の合計数量を乗じて求

められる概算注文金額が100円に満たない

場合は、「全部売却」となります。この場

合、「全部売却」となる旨を発注画面に表

示します。 

（略） 

【27ページ】 

第3章 売買方法 

2．注文の受付時間

と約定確認 

（略） 

 

※ FROGGY サイトでのお取引は、日興イ

ージートレードのお申し込みが必要とな

ります。 

（略） 

（略） 

＜枠線内を以下に変更＞ 

フロッギーサイト 

 

 

※ フロッギーサイトでのお取引は、日興

イージートレードのお申し込みが必要とな

ります。 

（略） 

【28ページ】 

第3章 売買方法 

2．注文の受付時間

と約定確認 

（1）注文の受付時

間 

(略) 

 

② FROGGY サイト 

 

(略) 

(略) 

 

②フロッギーサイト 

 

(略) 

 

【29ページ】 

第3章 売買方法 

2．注文の受付時間

と約定確認 

（3）約定確認 

約定結果は、立会時間終了後原則として、

1時間以内を目処にご確認いただけます。

日興イージートレードにおいては「注文約

定一覧」でご覧いただけます。ただし、シ

ステムの処理の都合上、遅延することもご

ざいますのでご了承ください。 

 

 

約定結果は、立会時間終了後原則として、1

時間以内を目処に、日興イージートレード

またはフロッギーサイトの「注文約定一覧」

でご確認いただけます。ただし、システム

の処理の都合上、遅延することもございま

すのでご了承ください。 
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【30ページ】 

第3章 売買方法 

4．ＶＷＡＰギャラ

ンティ取引 

4．ＶＷＡＰギャランティ取引 

 

金額・株数指定取引にかかる売買取引は、

すべて金融商品取引所を介さずに取引所

外取引にてお客様の注文を当社がその相

手方となって「仕切り」の方式により取引

を成立させます。 

お客様の金額・株数指定取引にかかる注文

は、当社において、銘柄ごとに売り・買い

の注文を集約し、その結果、買い数量が多

い場合は、買い超となる数量を当社自己勘

定で手当て（買付け）し、反対に売り数量

が多い場合は、売り超となる数量を当社自

己勘定でヘッジ（売付け）します。 

したがって、お客様の注文は当社自己勘定

の売買を通じて、間接的に金融商品取引所

での価格形成に反映されることがありま

す（理論的には、金融商品取引所を通じて

自己勘定で買付けが行われた場合はＶＷ

ＡＰ値を高く、自己勘定で売付けが行われ

た場合はＶＷＡＰ値を安くさせる方向に

作用します。）。 

4．約定単価 

 

削除 

【30-31ページ】 

第3章 売買方法 

4．ＶＷＡＰギャラ

ンティ取引 

（1）使用するＶＷ

ＡＰ値 

（1）使用するＶＷＡＰ値 

 

 

 

「ＶＷＡＰ値」とは、ＶＷＡＰの小数点以

下第５位を四捨五入し、小数点以下第４位

まで求めた値のことをいい、上記の算出例

では、1,554.2857 円がＶＷＡＰ値となり

ます。金額・株数指定取引に使用するＶＷ

ＡＰ値は、取引対象銘柄について銘柄毎に

当社の最良執行方針※で定める委託注文

を執行する市場（以下「ＶＷＡＰ算出基準

取引所」といいます。）における前場ＶＷ

ＡＰ値または後場ＶＷＡＰ値を使用しま

削除 
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す。当該ＶＷＡＰ値は、金融商品取引所が

公表または株式会社ＱＵＩＣＫの情報端

末に掲載されます。なお、当該数値が明ら 

かでない場合は、当社が適正かつ妥当と判

断したＶＷＡＰ値を使用します。 

※ 「最良執行方針」については、ＳＭＢ

Ｃ日興証券のウェブサイト、またはお取扱

店にてご確認いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【31ページ】 

第3章 売買方法 

4．ＶＷＡＰギャラ

ンティ取引 

（2）ＶＷＡＰ約定

単価 

（2）ＶＷＡＰ約定単価 

 

金額・株数指定取引における買価格は、Ｖ

ＷＡＰ算出基準取引所におけるＶＷＡＰ

値を基準に算出した約定価格（以下「ＶＷ

ＡＰ約定単価」といいます。）となります。 

金額・株数指定取引では、約定金額と別枠

での手数料は頂戴しません。取引に伴うお

客様の受払い金額は、「ＶＷＡＰ約定単価

に約定数量を乗じた価額」となります。 

ＶＷＡＰ約定単価は、ＶＷＡＰ値そのもの

ではなく取引対象銘柄のＶＷＡＰ値に対

して調整を行った価格です。買付けの場合

はＶＷＡＰ値よりも高く、売却の場合はＶ

ＷＡＰ値よりも低く調整いたします。 

なお、ＶＷＡＰ約定単価は、概算注文金額

に応じて所定の調整率（以下「スプレッド」

といいます。）を加減することにより算出

します。 

①  買付けの場合 

“1”にスプレッドを加算した値をＶＷＡ

Ｐ値に乗じた価格を「ＶＷＡＰ約定単価」

といたします。なお、算出されたＶＷＡＰ

約定単価の円未満を切上げます。 

ＶＷＡＰ約定単価（円未満切上げ）＝ Ｖ

ＷＡＰ値 ×（１ ＋ スプレッド） 

②  売却の場合 

“1”からスプレッドを減算した値をＶＷ

（1）約定単価 

 

 金額・株数指定取引における売買価格は、

東京証券取引所における始値を基準に算出

した約定価格（以下「約定単価」といいま

す。）となります。 金額・株数指定取引で

は、約定金額と別枠での手数料は頂戴しま

せん。取引に伴うお客様 の受払い金額は、

「約定単価に約定数量を乗じた価額」とな

ります。  

約定単価は、始値そのものではなく取引対

象銘柄の始値に対して調整を行った価格で

す。買付けの場合は始値よりも高く、売却

の場合は始値よりも低く調整いたします。 

なお、約定単価は、概算注文金額に応じて

所定の調整率（以下「スプレッド」といい

ます。）を加減することにより算出します。 

 

 

①  買付けの場合 

“1”にスプレッドを加算した値を始値に

乗じた価格を「約定単価」といたします。

なお、算出された約定単価の円未満を切上

げます。 

約定単価（円未満切上げ）＝ 始値×（１ ＋ 

スプレッド） 

②  売却の場合 

“1”からスプレッドを減算した値を始値
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ＡＰ値に乗じた価格を「ＶＷＡＰ約定単

価」といたします。なお、算出されたＶＷ

ＡＰ約定単価の円未満を切捨てます（ただ

し、切捨ての結果0円となる場合は1円とし

ます）。 

ＶＷＡＰ約定単価（円未満切捨て）＝ Ｖ

ＷＡＰ値 ×（１ － スプレッド） 

に乗じた価格を「約定単価」といたします。

なお、算出された約定単価の円未満を切捨

てます（ただし、切捨ての結果0円となる場

合は1円とします）。 

約定単価（円未満切捨て）＝ 始値 ×（１ － 

スプレッド） 

  

 

 

【31-32ページ】 

第3章 売買方法 

4．ＶＷＡＰギャラ

ンティ取引 

（3）スプレッド

（調整率） 

（3）スプレッド（調整率） 

 

(略) 

 

※ 概算注文金額算出の際の「基準値段採

用取引所」は、すべて東京証券取引所とな

っています。一方、ＶＷＡＰ値を採用する

「ＶＷＡＰ算出基準取引所」は、当社の最

良執行方針で定める金融商品取引所とな

っていることから、取引対象銘柄について

「基準値段採用取引所」と「ＶＷＡＰ算出

基準取引所」が異なる場合があります。 

（2）スプレッド（調整率） 

 

(略) 

 

削除 

【32ページ】 

第3章 売買方法 

5．約定金額の算出

例 

金額を指定して売買をする場合、お客様に

は銘柄、売り・買いの別、取引の総額、価

格（前場または後場のＶＷＡＰ）を指定し

て発注していただきます。 

株数を指定して売買をする場合、お客様に

は銘柄、売り・買いの別、数量、価格（前

場または後場のＶＷＡＰ）を指定して発注

していただきます。 

以下では、金額を指定して売買をする場合

において、（1）Ａ銘柄を10万円分、前場

ＶＷＡＰで買付けた場合、（2）保有する

Ａ銘柄を10万円分、前場ＶＷＡＰで売却し

た場合、のＶＷＡＰ約定単価およびお客様

の受払い金額（約定金額）について具体的

にご説明します。 

前提条件として、概算注文金額はいずれも

金額を指定して売買をする場合、お客様に

は銘柄、売り・買いの別、取引の総額、価

格（前場または後場の始値）を指定して発

注していただきます。 

株数を指定して売買をする場合、お客様に

は銘柄、売り・買いの別、数量、価格（前

場または後場の始値）を指定して発注して

いただきます。 

以下では、金額を指定して売買をする場合

において、（1）Ａ銘柄を10万円分、前場始

値で買付けた場合、（2）保有するＡ銘柄を

10万円分、前場始値で売却した場合、の約

定単価およびお客様の受払い金額（約定金

額）について具体的にご説明します。 

前提条件として、概算注文金額はいずれも

10万円となりますので、この場合の買いの
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１０万円となりますので、この場合の買い

のスプレッドは「0%」、売りのスプレッド

は「0.5%」が適用されます。また、Ａ銘柄

の前場ＶＷＡＰ値を「1,554.2857 円」と

します。 

 

※ 本章の「1．（4）その他注文に関する

制限」でご説明した通り、同一銘柄につい

て、同一の取引時間帯（前場または後場）

となる「買付」と「売却」を同時に行うこ

とはできません。以下の具体例では、「買

付」と「売却」でＶＷＡＰ約定単価と約定

数量が異なることを比較するために便宜

上、同一銘柄、同一の取引時間帯（前場）、

同一のＶＷＡＰ値としています。 

 

スプレッドは「0%」、売りのスプレッドは

「0.5%」が適用されます。また、Ａ銘柄の

前場始値を「1,554.5 円」とします。 

 

 

 

※ 本章の「1．（4）その他注文に関する制

限」でご説明した通り、同一銘柄について、

同一の取引時間帯（前場または後場）とな

る「買付」と「売却」を同時に行うことは

できません。以下の具体例では、「買付」

と「売却」で約定単価と約定数量が異なる

ことを比較するために便宜上、同一銘柄、

同一の取引時間帯（前場）、同一の始値と

しています。 

 

【32-33ページ】 

第3章 売買方法 

5．約定金額の算出

例 

（1）Ａ銘柄を 10

万円分、前場ＶＷ

ＡＰで買付けた場

合 

（1）Ａ銘柄を10万円分、前場ＶＷＡＰで

買付けた場合 

① ＶＷＡＰ約定単価（円未満切上げ）＝ 

ＶＷＡＰ値 ×（１ ＋ スプレッド） 

＝ 1,554.2857 円 ×（１ ＋ 0％） 

＝ 1,554.2857 

＝ 1,555 円（円未満切上げ） 

② 約定数量（小数点以下第5位有効） 

＝ 取引の総額 ÷ ＶＷＡＰ約定単価 

＝ 10万円 ÷ 1,555円 

＝ 64.30868167････ 

＝ 64.30868 株（小数点以下第6位切捨て） 

③ 約定金額（円未満切上げ）＝ ＶＷＡＰ

約定単価 × 約定数量 

＝ 1,555 円 × 64.30868 株 

＝ 99,999.9974 

＝ 100,000 円（円未満切上げ） 

（1）Ａ銘柄を10万円分、前場始値で買付け

た場合 

① 約定単価（円未満切上げ）＝始値×（１ 

＋ スプレッド） 

＝ 1554.5円 ×（１ ＋ 0％） 

＝ 1554.5 

＝ 1,555 円（円未満切上げ） 

② 約定数量（小数点以下第5位有効） 

＝ 取引の総額 ÷ 約定単価 

＝ 10万円 ÷ 1,555円 

＝ 64.30868167････ 

＝ 64.30868 株（小数点以下第6位切捨て） 

③ 約定金額（円未満切上げ）＝ 約定単価 

× 約定数量 

＝ 1,555 円 × 64.30868 株 

＝ 99,999.9974 

＝ 100,000 円（円未満切上げ） 
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【33ページ】 

第3章 売買方法 

5．約定金額の算出

例 

（2）Ａ銘柄を 10

万円分、前場ＶＷ

ＡＰで売却した場

合 

（2）Ａ銘柄を10万円分、前場ＶＷＡＰで

売却した場合 

① ＶＷＡＰ約定単価（円未満切捨て） 

＝ ＶＷＡＰ値 ×（1 － スプレッド） 

＝ 1,554.2857 ×（1 － 0.5%） 

＝ 1,546.514271・・・ 

＝ 1,546 円（円未満切捨て） 

② 約定数量（小数点以下第5位有効） 

＝ 取引の総額 ÷ ＶＷＡＰ約定単価 

＝ 10 万円 ÷ 1,546 円 

＝ 64.68305304・・・・ 

＝ 64.68305（小数点以下第6位切捨て） 

③ 約定金額（円未満切上げ）＝ ＶＷＡＰ

約定単価 × 約定数量 

＝ 1,546 円 × 64.68305 株 

＝ 99,999.9953 

＝ 100,000 円（円未満切上げ） 

（2）Ａ銘柄を10万円分、前場始値で売却し

た場合 

① 約定単価（円未満切捨て） 

＝ 始値×（1 － スプレッド） 

＝ 1554.5×（1 － 0.5%） 

＝ 1546.7275・・・ 

＝ 1,546 円（円未満切捨て） 

② 約定数量（小数点以下第5位有効） 

＝ 取引の総額 ÷約定単価 

＝ 10 万円 ÷ 1,546 円 

＝ 64.68305304・・・・ 

＝ 64.68305（小数点以下第6位切捨て） 

③ 約定金額（円未満切上げ） 

＝約定単価 × 約定数量 

＝ 1,546 円 × 64.68305 株 

＝ 99,999.9953 

＝ 100,000 円（円未満切上げ） 

 

【33-34ページ】 

第3章 売買方法 

5．約定金額の算出

例 

（3）金額指定売買

に関する留意事項 

金額を指定して売買をする場合、約定数量

の算出方法（＝ 取引の総額 ÷ ＶＷＡＰ

約定単価）において、小数点以下第6位で

切捨てた数量が約定数量となるため、結果

として約定金額（＝ ＶＷＡＰ約定単価 × 

約定数量）が、お客様が指定する「取引の

総額」を下回る場合があります。 

例えば、ＶＷＡＰ約定単価が1,001万円の

値がさ株を1万円分、買付けた場合におい

て、約定数量および約定金額は、以下のよ

うになります。 

① 約定数量（小数点以下第6位切捨て）＝ 

取引の総額 ÷ ＶＷＡＰ約定単価 

＝ 1万円 ÷ 1,001万円 

＝ 0.000999 

＝ 0.00099 株（小数点以下第6位切捨て） 

② 約定金額（円未満切上げ） 

＝ ＶＷＡＰ約定単価 × 約定数量 

＝ 1,001万円 × 0.00099 株 

金額を指定して売買をする場合、約定数量

の算出方法（＝ 取引の総額 ÷ 約定単価）

において、小数点以下第6位で切捨てた数量

が約定数量となるため、結果として約定金

額（＝ 約定単価 × 約定数量）が、お客

様が指定する「取引の総額」を下回る場合

があります。 

例えば、約定単価が1,001万円の値がさ株を

1万円分、買付けた場合において、約定数量

および約定金額は、以下のようになります。 

 

① 約定数量（小数点以下第6位切捨て） 

＝ 取引の総額 ÷約定単価 

＝ 1万円 ÷ 1,001万円 

＝ 0.000999 

＝ 0.00099 株（小数点以下第6位切捨て） 

② 約定金額（円未満切上げ） 

＝約定単価 × 約定数量 

＝ 1,001万円 × 0.00099 株 
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＝ 9,909.9 

＝ 9,910 円（円未満切上げ） 

 

(略) 

＝ 9,909.9 

＝ 9,910 円（円未満切上げ） 

 

(略) 

【34ページ】 

第3章 売買方法 

6．約定を不成立と

する場合 

（1）約定を不成立

とする場合 

(略) 

 

⑤ 約定日当日のＶＷＡＰ算出基準取引所

において、当該取引対象銘柄が売買規制の

対象となった場合 

⑥ 約定日当日のＶＷＡＰ算出基準取引所

において、当該取引対象銘柄の売買が立会

時間中に一度も成立しなかった場合 

 

（略） 

(略) 

 

⑤ 約定日当日の東京証券取引所において、

当該取引対象銘柄が売買規制の対象となっ

た場合 

⑥ 約定日当日の東京証券取引所において、

当該取引対象銘柄の売買が立会時間中に一

度も成立しなかった場合 

 

（略） 

【35ページ】 

第3章 売買方法 

6．約定を不成立と

する場合 

（2）約定を一部不

成立とする場合 

(略) 

 

① 約定日当日の取引対象銘柄のＶＷＡＰ

算出基準取引所において、当該取引対象銘

柄の売買が一旦成立した以降、前場または

後場立会時間終了時に特別気配のまま売

買立会が終了した場合、または大引比例配

分となった場合 

 

（略） 

(略) 

 

①約定日当日の取引対象銘柄の東京証券取

引所において、当該取引対象銘柄の売買が

一度も成立しないで、前場または後場立会

時間終了時に特別気配のまま売買立会が終

了した場合、または大引け比例配分となっ

た場合 

 

（略） 

【35-36ページ】 

第3章 売買方法 

7．ＶＷＡＰギャラ

ンティ取引にかか

るリスクおよび留

意事項 

7．ＶＷＡＰギャランティ取引にかかるリ

スクおよび留意事項 

 

① 金額・株数指定取引の約定価格は、Ｖ

ＷＡＰ値を基準に算出しますので、取引対

象銘柄の当日の値動きの状況によっては、

単純に始値や終値等と比較した場合、必ず

しも有利な価格とはなりません。 

② 取引対象銘柄のＶＷＡＰ値およびＶＷ

ＡＰ約定単価は、ＶＷＡＰ算出基準取引所

において前場または後場の立会い時間終

了後に確定いたします。したがって、金額

指定による発注の場合、約定数量につきま

7．始値での取引にかかるリスクおよび留意

事項 

 

① 金額・株数指定取引の約定価格は、前

場・後場始値を基準に算出しますので、取

引対象銘柄の当日の値動きの状況によって

は、単純に始値や終値等と比較した場合、

必ずしも有利な価格とはなりません。 

② 取引対象銘柄の前場・後場始値および約

定単価は、東京証券取引所において前場ま

たは後場の立会い時間終了後に確定いたし

ます。したがって、金額指定による発注の

場合、約定数量につきましても前場または
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しても前場または後場の立会い時間終了

後に確定いたします。 

③ 金額・株数指定取引の約定価格は、金

融商品取引所が発表する前場または後場

の各ＶＷＡＰ値そのものではなく、各ＶＷ

ＡＰ値に対してスプレッドを加減し、円未

満の切捨てまたは切上げを行った価格で

す。 

④ 約定金額の算出例でも分かりますよう

に、（算出例において）売りのスプレッド

は0.5%ですが、約定時における実際のＶＷ

ＡＰ約定単価とＶＷＡＰ値との関係につ

きましては、円未満の切上げまたは切捨て

等の処理が生じるために、ＶＷＡＰ値を基

準にした実際のＶＷＡＰ約定単価とＶＷ

ＡＰ値の差額の比率は、スプレッド（算出

例において0.5%）を上回ります。 

⑤ 当日の取引所金融商品市場での価格変

動がほとんどない場合は、買付けにかかる

ＶＷＡＰ約定単価が金融商品取引所にお

ける当日の高値を上回る、あるいは売却に

かかるＶＷＡＰ約定単価が金融商品取引

所における当日の安値を下回る場合があ

ります。 

（略） 

後場の立会い時間終了後に確定いたしま

す。 

③ 金額・株数指定取引の約定価格は、金融

商品取引所が発表する前場または後場の各

始値そのものではなく、各始値に対してス

プレッドを加減し、円未満の切捨てまたは

切上げを行った価格です。 

 

④ 約定金額の算出例でも分かりますよう

に、（算出例において）売りのスプレッド

は0.5%ですが、約定時における実際の約定

単価と前場・後場始値との関係につきまし

ては、円未満の切上げまたは切捨て等の処

理が生じるために、前場・後場始値を基準

にした実際の約定単価と前場・後場始値の

差額の比率は、スプレッド（算出例におい

て0.5%）を上回ります。 

⑤ 当日の取引所金融商品市場での価格変

動がほとんどない場合は、買付けにかかる

約定単価が金融商品取引所における当日の

高値を上回る、あるいは売却にかかる約定

単価が金融商品取引所における当日の安値

を下回る場合があります。 

 

（略） 

【36ページ】 

第4章 定期定額売

買 

定期定額売買とは、金額・株数指定取引を

利用して、お客様があらかじめ指定した日

付に、指定した取引対象銘柄を、指定した

金額で、継続的にＶＷＡＰ約定単価による

買付け（以下「定期定額買付」といいます。） 

 

(略) 

定期定額売買とは、金額・株数指定取引を

利用して、お客様があらかじめ指定した日

付に、指定した取引対象銘柄を、指定した

金額で、継続的に約定単価による買付け（以

下「定期定額買付」といいます。） 

 

(略) 

【40ページ】 

第4章 定期定額売

買 

2．定期定額売買の

申込み方法 

(略) 

 

1銘柄（1管理口座区分）1売買日につき500 

円以上500 円単位で金額を指定します。た

だし、100万円以上の指定はできません。

(略) 

 

1銘柄（1管理口座区分）1売買日につき100 

円以上100 円単位で金額を指定します。た

だし、100万円以上の指定はできません。な
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（5）金額の指定

（必須指定項目） 

なお、株数指定による定期定額売買はでき

ません。 

(略) 

お、株数指定による定期定額売買はできま

せん。 

(略) 

【40ページ】 

第4章 定期定額売

買 

2．定期定額売買の

申込み方法 

（6）買付金額の増

額（任意指定項目） 

(略) 

 

買付金額は、積増月に買付ける総額（以下

「積増月買付金額」といいます。）を500 円

以上、500 円単位で指定します。ただし、

100万円以上の指定はできません。 

(略) 

(略) 

 

買付金額は、積増月に買付ける総額（以下

「積増月買付金額」といいます。）を100 円

以上、100 円単位で指定します。ただし、

100万円以上の指定はできません。 

(略) 

【40ページ】 

第4章 定期定額売

買 

2．定期定額売買の

申込み方法 

（7）ＶＷＡＰ約定

単価による定期定

額売買 

（7）ＶＷＡＰ約定単価による定期定額売

買 

定期定額売買における売買価格は、取引対

象銘柄のＶＷＡＰ算出基準取引所におけ

る前場ＶＷＡＰ値を基準に算出した「ＶＷ

ＡＰ約定単価」となります。 

スプレッドについては、第3章の「4．ＶＷ

ＡＰギャランティ取引、（3）スプレッド

（調整率）」をご覧ください。 

 

 

 

 

（7）約定単価による定期定額売買 

 

定期定額売買における売買価格は、取引対

象銘柄の東京証券取引所における前場始値

を基準に算出した「約定単価」となります。 

スプレッドについては、第3章の「4．約定

単価、（2）スプレッド（調整率）」をご覧

ください。 

 

 

＜枠線内を以下に変更＞ 

後場始値 

東京証券取引所 

前場始値 

後場始値を基準に算出した約定単価 

 

【45ページ】 

第4章 定期定額売

買 

6．定期定額売買の

取引制限等にかか

る同意事項 

（2）約定の不成立

にかかる同意事項 

（略） 

 

なお、本章の「2．（7）ＶＷＡＰ約定単価

による定期定額売買」に記載する場合（後

場ＶＷＡＰ値を基準に算出した「ＶＷＡＰ

約定単価」により取引を行う場合）を除き、

約定の全部または一部が不成立となった

場合には、当該日および翌日以降の定期定

額売買の注文の繰越しはありません。 

（略） 

（略） 

 

なお、本章の「2．（7）約定単価による定期

定額売買に記載する場合（後場始値を基準

に算出した「約定単価」により取引を行う

場合）を除き、約定の全部または一部が不

成立となった場合には、当該日および翌日

以降の定期定額売買の注文の繰越しはあり

ません。 

（略） 
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2．以下、2020年3月27日を効力発生日として改定いたします。下線部分が改定箇所となります。 
旧説明書記載箇所 旧 新 

〔目 次〕 （略） ※今回の改定に伴い、記載ページ番号を 

適宜変更 

【2ページ】 

その他留意事項 

（略） 

 

• お取扱店を通じて本取引を行う場合は

一部機能に制約がございます。本取引にお

けるすべての機能を利用したい場合は、日

興イージートレードを通じて行ってくだ

さい。総合コースのお客様で日興イージー

トレードをお申し込みされていない方は、

別途ご利用申し込みが必要となります。 

 

（略） 

（略） 

 

 

 

削除 

 

 

 

 

 

（略） 

【5ページ】 

第1章 金額・株数

指定取引のご案内 

1．金額・株数指定

取引の概要 

（3）金額・株数指

定取引をご利用で

きるお客様の範囲 

（3）金額・株数指定取引をご利用できる

お客様の範囲 

 

（略） 

 

②インターネットを通じて金額・株数指定

取引を行う場合は、日興イージートレード

に関するサービス（インターネットを通じ

て当社が提供する証券取引サービスおよ

び情報サービス）の利用を申込み、当社が

承諾したお客様 

※ただし、FROGGY サイトでは金額指定取

引のみのご利用となります。 

 

 

 

（2）金額・株数指定取引をご利用できるお

客様の範囲 

 

（略） 

 

②日興イージートレードに関するサービス

（インターネットを通じて当社が提供する

証券取引サービスおよび情報サービス）の

利用を申込み、当社が承諾したお客様 

 

 

※フロッギーサイトでは金額指定取引のみ

のご利用となります。 

※日興イージートレードのご契約のないお

客様でキンカブの残高を保有している場合

は、売却注文のみお取引店やコンタクトセ

ンターで取り扱います。 

【10ページ】 

第2章 有価証券の

取扱い 

3．単元株振替 

お客様の「金株口座」と「保護預り口座」

間の振替は、お客様の意思に基づき最低売

買単位の整数倍で「単元株振替」を行うこ

とが可能です。お取扱店を通じて行う場合

は一部制約がございます。 

 

お客様の「金株口座」と「保護預り口座」

間の振替は、お客様の意思に基づき最低売

買単位の整数倍で「単元株振替」を行うこ

とが可能です。 
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【11ページ】 

第2章 有価証券の

取扱い 

3．単元株振替 

（2）単元株振替の

方法 

（略） 

 

お取扱店を通じて行う場合は、「金株口座」

から「保護預り口座」への「単元株振替」

のみお受けいたしますので、「銘柄」、「口

座区分」、「振替株数量」を指示していた

だきます。 

（略） 

 
（略） 

（略） 

 

削除 

 

 

 

 

（略） 

 

 

枠線内削除 

 

（略） 

【12ページ】 

第2章 有価証券の

取扱い 

3．単元株振替 

（4）単元株振替の

受付時間 

（略） 

 

※ お取扱店でも「金株口座」から「保護

預り口座」への振替のみご指示いただけま

すが、受付時間はお取扱店の営業時間内と

なります。 

（略） 

（略） 

   

削除 

 

 

 

（略） 

【12-13ページ】 

第2章 有価証券の

取扱い 

3．単元株振替 

（5）単元株振替を

行う際の留意事項 

（略） 

 

① 単元株振替の対象となる株式が株式併

合（減資）、株式移転、合併、株式交換等

に伴う権利処理が発生する場合、当該権利

処理後（併合後、移転後、合併後、交換後）

の株式にかかる単元株振替は、単元株振替

の対象となる株式の権利確定日※の翌日

午前5時より単元株振替の指示を受付けま

す。なお、お取扱店を通じて行う場合は、

午前８時半より受付けます。 

 

（略） 

 

⑥ 単元株振替の指示を受付けた後、一定

の事由により、お客様が指示した振替数量

（一部または全部）に不足が生じる場合

（略） 

 

① 単元株振替の対象となる株式が株式併

合（減資）、株式移転、合併、株式交換等

に伴う権利処理が発生する場合、当該権利

処理後（併合後、移転後、合併後、交換後）

の株式にかかる単元株振替は、単元株振替

の対象となる株式の権利確定日※の翌日午

前5時より単元株振替の指示を受付けます。 

 

 

 

（略） 

 

⑥ 単元株振替の指示を受付けた後、一定の

事由により、お客様が指示した振替数量（一

部または全部）に不足が生じる場合は、当



- 18 - 

旧説明書記載箇所 旧 新 

は、当該単元株振替の指示を無効とする場

合があります。この場合、お客様へは日興

イージートレードのウェブサイトを通じ

て単元株振替の指示の無効について通知

いたします。なお、お取扱店を通じて単元

株振替の指示を行った場合は、お取扱店よ

り通知いたします。 

⑦ お取扱店を通じて「保護預り口座」か

ら「金株口座」への単元株振替の指示をお

受けすることはできません。 

（略） 

該単元株振替の指示を無効とする場合があ

ります。この場合、お客様へは日興イージ

ートレードのウェブサイトを通じて単元株

振替の指示の無効について通知いたしま

す。 

 

 

削除 

 

 

（略） 

【13ページ】 

第2章 有価証券の

取扱い 

4．自動振替 

（1）自動振替の選

択 

（略） 

 

自動スイング機能は、お客様の選択により

「ＯＮ（自動スイング機能が有効である状

態）」または、「ＯＦＦ（自動スイング機

能が無効である状態）」とすることが可能

です。ただし、自動スイング機能の「ＯＮ」

または「ＯＦＦ」の指示は、個別の銘柄を

指定して行うのではなく、「金株口座」で

保有するすべての銘柄に対して適用され

ます。なお、お取扱店を通じて当該指示を

行うことはできません。 

 

（略） 

（略） 

 

自動スイング機能は、お客様の選択により

「ＯＮ（自動スイング機能が有効である状

態）」または、「ＯＦＦ（自動スイング機

能が無効である状態）」とすることが可能

です。ただし、自動スイング機能の「ＯＮ」

または「ＯＦＦ」の指示は、個別の銘柄を

指定して行うのではなく、「金株口座」で

保有するすべての銘柄に対して適用されま

す。 

 

 

（略） 

【15ページ】 

第2章 有価証券の

取扱い 

5．自動スイング機

能を「ＯＮ」とし

た場合の取扱い

（3）その他「自動

スイング」にかか

る留意事項 

（略） 

 

① 「自動スイング」にて「保護預り口座」

へ振替わった有価証券を「金株口座」に戻

す場合は、別途、お客様の意思に基づき「単

元株振替」をご指示いただきます。ただし、 

「単元株振替停止期間」がありますので、

ご留意ください。また、お取扱店を通じて

当該指示をお受けすることはできません。 

 

（略） 

（略） 

 

① 「自動スイング」にて「保護預り口座」

へ振替わった有価証券を「金株口座」に戻

す場合は、別途、お客様の意思に基づき「単

元株振替」をご指示いただきます。ただし、 

「単元株振替停止期間」がありますので、

ご留意ください。 

 

 

（略） 
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【23ページ】 

第3章 売買方法 

1．売買発注にかか

る取決め 

（2）注文に関する

制限 

② 株数指定売買の場合、原則として、 

（略） 

 

なお、お取扱店を通じて当該注文を発注す

ることはできません（「全部売却」を除く）。 

 

（略） 

② 株数指定売買の場合、原則として、 

（略） 

 

        削除 

 

 

（略） 

【23ページ】 

第3章 売買方法 

1．売買発注にかか

る取決め 

（3）発注形態 

 

買付注文発注形態の表内 

 

 

 

（略） 

注3）お取扱店を通じて当該注文を発注す

ることはできません。 

注4）「 Ｎ Ｉ Ｓ Ａ 口 座 」ま た は 

「 ジ ュ ニ ア Ｎ Ｉ Ｓ Ａ 口 座 」を

指定して発注することはできません。 

注5） 買付対象銘柄について本章の「6．

約定を不成立とする場合」に記載する一定

の事由の発生により、単元株化機能を利用

して発注した注文が「不出来」または「内

出来」となる場合は、お客様が指示する「単

元株化（単元株数または最低売買単位）」

とならない場合があります。ただし、当該

内出来部分の約定は有効といたします。 

 

＜枠線内を以下に変更＞ 

100円以上100円単位 

100円以上 

注4）削除 

注5）削除 

 

（略） 

削除 

 

注3）「 Ｎ Ｉ Ｓ Ａ 口 座 」ま た は 「 ジ 

ュ ニ ア Ｎ Ｉ Ｓ Ａ 口 座 」を指定して

発注することはできません。 

注4） 買付対象銘柄について本章の「6．約

定を不成立とする場合」に記載する一定の

事由の発生により、単元株化機能を利用し

て発注した注文が「不出来」または「内出

来」となる場合は、お客様が指示する「単

元株化（単元株数または最低売買単位）」

とならない場合があります。ただし、当該

内出来部分の約定は有効といたします。 

【26ページ】 

第3章 売買方法 

1．売買発注にかか

る取決め 

（4）その他注文に

関する制限 

⑩ 発注経路による取消しの制限 

日興イージートレードを通じて発注され

た注文は、お取扱店を通じて取消しをお受

けすることはできません。また、お取扱店

を通じて発注された注文は、日興イージー

トレードを通じて取消しをお受けするこ

とはできません。 

 

削除 
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【27ページ】 

第3章 売買方法 

2．注文の受付時間

と約定確認 

〔金額・株数指定

取引の注文受付時

間〕お取扱店 

 

 

※ お取扱店の注文受付時間は支店代表

電話への発注の場合です。コンタクトセン

ターへの発注の場合は受付時間が異なり

ますので、詳細は後述（1）②をご確認く

ださい。 

※ システムの都合上、受付時間が多少前

後する場合があります。 

 

 

 

削除 

 

 

 

削除 

 

 

 

 

 

【28-29ページ】 

第3章 売買方法 

2．注文の受付時間

と約定確認 

（1）注文の受付時

間 

 

③ お取扱店 

支店代表電話 

前場注文：前営業日の午後4時 から 午後5

時半まで 

後場注文：前営業日の午後4時 から 約定

日当日の午前11時半まで 

（※ ただし、前営業日の午後5時半から約

定日当日の午前8時半までは受付を停止し

ます。） 

コンタクトセンター 

前場注文：前営業日の午後4時 から 午後6 

時まで 

後場注文：前営業日の午後4時 から 約定

日当日の午前11時半まで 

（※ ただし、前営業日の午後6 時から約

定日当日の午前8時までは受付を停止しま

す。） 

約定日当日が「配当落ち」または「権利落

ち」となる銘柄は、買付または売却注文に

関わらず権利付売買最終日の翌日の午前8

時半（支店代表電話の場合。コンタクトセ

ンターは午前８時）より注文を受付けま

す。 

削除 
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（※ ただし、「株式併合」となる銘柄に

ついては、買付または売却に関わらず、権

利付売買最終日の午後4時から、効力発生

日の午前8時半（支店代表電話の場合。コ

ンタクトセンターは午前8時）まで、受付

を停止します。） 

なお、「金株口座」で保有する株式につい

て、株式併合（減資）、株式移転、合併、

株式交換等に伴う権利処理が発生する場

合、当該権利処理後（併合後、移転後、合

併後、交換後）の株式にかかる売却注文は、

当該株式の効力発生日の午前8時半（支店

代表電話の場合。コンタクトセンターは午

前8時）より注文を受付けます。 

【29ページ】 

第3章 売買方法 

2．注文の受付時間

と約定確認 

（2）注文の取消

し・訂正 

注文受付時間中（最終受付時間（前場：約

定日当日の午前8時（お取扱店を通じた場

合は約定日の前営業日の午後5 時半まで

（支店代表電話の場合。コンタクトセンタ

ーは午後6時））／ 後場：約定日当日の午

前11時半））に、注文の「取消し」を受付

けます。なお、訂正（すでに発注済みの注

文の「金額」または「株数」の変更）につ

きましては、一旦、取消し後、新規発注し

てください。 

 

(略) 

 

日興イージートレードを通じて発注され

た注文は、お取扱店を通じて取消しをお受

けすることはできません。また、お取扱店

を通じて発注された注文は、日興イージー

トレードを通じて取消しをお受けするこ

とはできません。 

 

注文受付時間中（最終受付時間（前場：約

定日当日の午前8時／ 後場：約定日当日の

午前11時半））に、注文の「取消し」を受

付けます。なお、訂正（すでに発注済みの

注文の「金額」または「株数」の変更）に

つきましては、一旦、取消し後、新規発注

してください。 

 

 

 

 

(略) 

 

削除 

 
 

以上 


